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• 皆さま、こんにちは。社長の川端でございます。

• 2月13日に2025年12月期の決算を開示いたしました。
• 本日は、25年の業績概要について説明した後、2026年の計画概要についてご説明させていただ
きます。

• 私からの説明の後、皆さまからの質問にお答えしたいと思います。

• それでは説明に移ります。



• はじめに、2025年12月期の業績概要について説明いたします。
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• 売上高は1,791.8億円、営業利益は80.8億円と増収増益となり、当初計画に対しても大幅な
増収増益となりました。

• また、昨年8月に公表した修正計画に対しても売上高はプラス11.8億円、営業利益はプラス0.8
億円といずれも上回りました。

• 売上高については、過年度からの価格改定が着実に実を結んでいることに加え、プロトリーフの新
規連結、総合環境衛生事業の着実な成長が寄与しております。



• 各ポートフォリオの状況について、管理会計ベースでご説明します。

• 国内虫ケア用品については、過去からの価格改定効果が着実に表れ、増収かつ利益が改善して
います。

• 国内日用品については、課題が残っている部分はありますが、入浴剤・口腔衛生用品を中心に売
上が伸長し、収益性も改善しました。

• 園芸用品については、プロトリーフ社の新規連結により売上が拡大、収益性も改善しています。
• 海外については、エリアによってばらつきはありますが、全体では増収となりました。
• 総合環境衛生については、安定成長を持続しています。
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• こちらは、過去から皆様に説明しているスライドになります。

• 当社は国内、海外、総合環境衛生、MA-T®の4つのポートフォリオで事業を進めています。
• 以降は、このポートフォリオに沿って、現状のステージを含めて説明いたします。



• はじめに、国内の虫ケア用品の状況です。

• 国内市場が前期比101.4%と拡大する中、当社は、高付加価値製品の拡大や、価格転嫁な
どの施策効果により、お客様からの支持率も向上しています。結果として、市場シェアは59.1%と
前期比で1.9ポイント上昇し、市場の成長をけん引しました。
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• こちらは、虫ケア用品の返品の状況です。
• 季節品ということで返品は過去からの課題であり、返品削減に向けて率先して取り組んでいます。

• 本年の返品率は金額ベースで4.6%と過去最良の水準まで低下し、返品額も過去最少レベルと
なりました。社内・お取引様との様々な施策が返品率の低下につながっています。

• 結果として、2015年には12%台であったものが、ここまで下がってきました。
• 今後についてはこの水準の維持を基本としながら、一方で販売機会の逸失リスクと、返品に伴うコ
スト負担、ESG対応など様々なバランスを考慮していきます。

• どの水準が適正なのか、次期中計では皆様にお示しできるように、取り組みを進めていきます。
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• 続いて日用品の状況です。

• 口腔衛生用品については、前回の説明会で申し上げたとおり、8月に『モンダミン』の大幅リニューア
ルを実施しました。リニューアルではありますが、実質的には新製品を発売するのと同等であり、広
告宣伝の積極的な投入や、営業戦略を含めた全社をあげた取組みが奏功し、シェアも高まるなど、
リニューアル後の初動は順調であったと評価しています。

• 当面のシェア目標である20%の達成に向けて、2026年も引き続き勝負の年であり、良かった部
分は継続して取組み、積極的な投資を続けてまいります。

• また、このリニューアルによりコストダウンも図っており、今後の利益貢献にも期待しています。
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• 入浴剤について、こちらは課題の1つだと認識しています。

• カテゴリーで見ていくと、『きき湯』や『BARTH』などの高単価商品は伸長しました。

• 一方で、『バスロマン』や『バスクリン』といった粉末タイプの売上が前年を下回り、これらの影響もあっ
てシェアを落としています。

• こちらについては、当社としても課題と捉えており、この解決策の一つとして、今回バスクリンの統合
を実施したのも事実です。2026年以降で、統合効果をしっかりと発揮していきます。
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• 続いて、海外の状況です。

• 国ごとの説明をしていきます。なお、グラフで示す売上高は現地通貨ベースとなっています。

• まず、タイですが、売上高は計画には至らなかったものの、前年は上回り着実に成長しています。
• タイに限ったことではありませんが、日本と同じように現地に存在する小売業との直接商談ということ
に取り組んでおり、これが目に見える形で数字で表れてきています。

• 以前から申し上げている通り、いよいよシェアナンバーワンが手に届くところまで来ております。
• また、利益面では、原材料価格の低減や生産効率の向上による利益率改善を図ります。

• ベトナムについては、上期の営業体制変更に伴う一時的な落ち込みもあり、通期では計画を下回
りましたが、前年を上回る売上高となりました。また、利益面では販管費のコントロールにより、収益
面でのビハインドを最小限にとどめています。

• 営業体制の変更が完了しておりますので、シェアの拡大に向けて、タイと同様に店頭中心にお客様
目線での取組みを続けてまいります。
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• 続いて、マレーシアの状況です。
• 主要品目である虫ケア用品、芳香剤とも好調に推移し、売上は計画どおり増収となりました。
• 現地法人の設立から始まりましたが、順調に進んでいます。
• マレーシアにおいても、お客様目線・販売店目線での取り組みを踏襲して取り組みを進めます。
• マレーシアについては、自社で一から現地法人を設立してスタートしましたが、順調にシェア拡大、
商品上市もできており、計画を達成しており、黒字化も視野に入っています。

• フィリピンについては、25年は欠品問題があり非常に苦労した1年でした。現在、欠品による影響
は解消し、最も厳しいタイミングは脱しましたが、通期の売上高は前年・計画とも下回る結果となり
ました。

• 今後に向けて、まずは虫ケア用品の市場シェア拡大に向けて、エアゾール、蚊取線香、ベイト剤を
重点品目として売上拡大を図ります。また、販売促進費・広告宣伝費の効率化を図ります。
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• 中国については様々な要因がありますが、前年比では伸長しています。
• ポテンシャルを考えると、伸長の余地はあると考えていますが、、外部要因も大きく、近くの国であり
ながらも、一番遠い国というような感覚もあり、様々な観点から見極めなができることを着実に取り
組んでまいります。

• また、ベトナムで販売している住居用洗剤の『GIFT』の販売も始めています。
• 中国は、当社としても歴史が古いエリアになっております。
• 天津からスタートし、そこから蘇州、上海と3拠点を持っておりますが、物流の合理化等も含めて、
更なる取り組みを進めていきます。

• 輸出については、売上規模の大きなサウジアラビア、香港において、虫ケア用品市場の低調な推
移のあおりを受けたことで、売上高は前年・計画ともに下回りました。一方、台湾では順調に売上
上を拡大しています。

• 輸出ビジネスについては、現法ビジネスと若干違う側面を持っておりますが、現地法人を展開する
次のターゲット国に成り得る国であるのかも精査しながら、引き続き取り組んでまいります。

• 海外に関しては、改善すべきことをしながら、規模拡大、利益拡大を目指して、次期中計に向け
て引き続き取り組みを強化して進めていきます。



• 続いて、総合環境衛生事業の状況です。

• こちらは冒頭申し上げたとおり、安定成長を持続しています。
• 衛生管理サービスに対する需要の増加により、契約件数が増加していることに加え、提供するサー
ビスの高度化に伴い、契約1件当たりの単価が上昇しました。

• この背景には、衛生管理意識の高まりに加え、製造業における設備投資の回復も寄与しています。
また、内部要因としては、専門人財である環境ドクターの育成により、人財の層が厚くなっているこ
と、さらには、AIやIoTを活用したサービスの開発によるサービスの高付加価値が挙げられます。
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2026/2/26

• 続いてMA-T®の状況です。

• MA-T®については、できるだけ早い投資回収を目指して動いております。
• アースグループの将来の収益源となるように、取り組みを進めていますが、現状は引き続き認知拡
大を図るフェーズにあります。

• トピックとして、先日、ジョン・マケイン上院議員の理念を受け継ぐ超党派シンクタンク、マケイン研究
所が主催する国際会議「セドナ・フォーラム東京」に参画しました。

• このフォーラムには、日米財界、政界関係者など約140名が来場されたのですが、その中で、各所
にMA-T製品や説明POPを配置し、MA-Tによる感染対策を実施しました。

• グローバルな場での活動を精力的に行うことで、国際社会への貢献にもつながっていくものと考えて
おります。
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• さて、ここまで4つのポートフォリオ別に説明してまいりましたが、現・中計期間が残り1年を切る中、
現状の進捗について評価しました。

• 国内に関しては、順調に来ていると考えています。虫ケア用品の市場拡大、シェア上昇がある一方
で、日用品には課題感が残っています。25年は『モンダミン』のリニューアルを手掛け、26年は入浴
剤を手掛けていくというように取り組みは進んでいます。園芸用品でも成長をしており、概ね想定ど
おりのプロセスとなっています。

• 海外については、△としています。実際に、タイでは国内シェアNo.1が視野に入り、ベトナム、マレー
シアでも売上規模は着実に拡大していますが、成長戦略の一丁目一番地として高い目標を掲げ
ており、期待を込めた評価としています。

• 総合環境衛生事業については、当初想定よりも強い手ごたえを感じています。高い増収ペースを
維持するだけでなく、事業環境や提供サービスの差別化などが進んでおり、今後の更なる成長に
期待できる状況です。

• MA-T®については、○としています。大阪万博へのパビリオン出展をはじめ、認知拡大に向けた
取り組みは順調に進んでおり、まだ収益貢献には至っておりませんが、これまでに蒔いてきたビジネ
スの種も徐々に芽が出始めている状況です。



• こちらは、構造改革費用を含む一時費用の進捗です。

• これまでも説明してきましたとおり、2025年はバスクリン統合に係る構造改革費用や、100周年
記念に関する費用を計上しています。どちらも、概ね当初の想定どおりに使用しており、大きなブレ
はありませんでした。

• 戦略費用については、M&A待機資金などを想定していましたが、結果としては案件化するものが
想定よりも少なかったです。一方で、25年は期中での業績予想の上方修正を行うなど、業績が
好調であったこともあり、この枠を従業員への還元に振り分けた格好となりました。

2026/2/26
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• こちらは、営業利益の変動要因について計画対比を示したものです。

• 増益側の要因としては、プロトリーフの新規連結による影響に加え、価格改定効果や売上構成変
化による利益貢献などトップラインに依拠するところが大きいです。

• 減益要因で人件費の項目が大きく伸びていますが、こちらは先にお伝えのとおり、計画外で従業
員に還元したことが影響しております。
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• こちらは、四半期ごとの営業利益の進捗状況を図に示したものです。

• 第4四半期だけを見ると、▲40億円の計画に対して、▲51.9億円の実績となりましたが、このブ
レの大半は計画外の人件費によるもので、この影響を除くと計画どおりの推移となりました。
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• 特別利益・特別損失の計上について、簡単に説明します。

• 2025年の特別利益は3.9億円に対して、特別損失は12.1億円となりました。
• プロトリーフの株式追加取得による特別利益、またフィリピン現地法人ののれんの減損については、
2Q時点で既にお話ししている内容です。

• この4Qに、アース・ペット関連で特別損失3.6億円、バスクリンの統合に関連して2.9億円の特別
損失をそれぞれ計上しました。

• 特に、アース・ペット関連の特別損失については、8月の上方修正時に想定しておらず、上方修正
に対して当期純利益のみ若干の未達となった主な要因となりました。



• こちらは、収益性と資本効率の状況を示したものです。

• 収益性改善に伴いまして、ROEやROICも着実に改善し、ROICとWACCの差分であるスプレッド
も2ptまで拡大しました。借入に関しても、財務健全性が十分に担保されている状況です。

• ただ、資本効率はここがゴールではなく、もう少し高いところを目指せると考えています。
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• 続いて、2026年の計画について説明いたします。
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• 2025年を数値面から振り返りますと、このような状況です。

• 既に、現・中計で示している利益指標の大半を1年前倒しで達成している状況ではございますが、
一方で、定性的な取り組みでは、まだやるべきことがあるのも事実です。
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2026/2/26

• バスクリン統合については、従業員・お得意先のところも踏まえ、しっかりと準備をしてきて、この1月
から実際に統合が始まりました。

• PMIという意味においては、まだまだ今スタートしたところであり、隅々まで目を配らせながら、統合
効果を生み出していきます。

• 最大の目的はやっぱり入浴剤のシェア50%、虫ケアに次ぐ本当の意味での当社グループの柱にし
ていくために取り組みを進めていきます。

• 進捗については2Q時点、あるいは今期が終わった時点でどうなっているのかということも踏まえて皆
様に共有をさせていただければと思います。
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2026/2/26

• グループ再編の進捗ということで現中計で2つの大きなことを取り組むということでお話をさせていただ
いておりました。

• 一つは、バスクリン社の統合です。
• これについては、PMIは今まさに取り組んでいるところですが、計画通り統合は完了しました。

• 残る一つはホールディングス機能の強化です。
• こちらについては、バスクリンの統合とともに並行して行っておりますが、いよいよ今期、皆さまにも具
体的にお伝えするようになっていこうかと思います。

• ホールディングス機能といえば、グループ経営における司令塔機能と考えておりますので、今のグルー
プ運営の中でさらにグリップを強化していくために、機能配置を検討し、実行していきます。
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2026/2/26

• 続いて、DXについての取り組みです。

• DXの取り組みについては、現中計あるいは次の中計において、避けては通れない部分と認識して
います。

• 次期中計の策定に先駆けて、昨年7月にDX認定を取得しました。これは、取得をするのが目的
ではありませんが、DXへの取り組みは全社の成長に向けて不可欠と考えているので、まずはDX認
定の取得をいたしました。

• あらゆる業務の中でDXの推進、AIの活用を徹底しています。

• 経営は生き物であって、トライアンドエラーの繰り返しではありますが、しっかりとデータドリブン経営の
基盤を構築することで、さらに経営の効率化を図っていきます。
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2026/2/26

• 2025年度は今中計の定量数値を1年前倒しで達成しています。
• 2026年は2027年から始まる次期中期経営計画につないでいく1年と考えています。

• やり残したことはないのか、課題はないのかを再度しっかりと考えていきながら、基本方針は変わらず、
4つのポートフォリオを拡大していく、つなぎの1年として取り組みを進めます。

• 国内での安定成長をテコにしつつ、海外を成長ドライバーに位置付けていきます。
• 総合環境衛生事業は、2030年までの成長プランを描いており、アースグループの2大事業の一つ
一つとして引き続き強化を図ってまいります。

• MA-T®については認知拡大フェーズから収益拡大フェーズに向けての取り組みを進めていきます。
次期中期経営計画では、収益フェーズに移行していく大事な期間になると考えています。



26

• こちらは、2026年の業績計画です。

• 売上高1,880億円、営業利益90億円の達成に向けて、取り組みを進めます。
• また、ROEについては、8%を上回る水準となる見込みです。

• 今期については、現・中期経営計画の仕上げであるとともに、次の中計をしっかりと見据えながら取
り組みを進める1年としてまいります。



• こちらはポートフォリオ別の管理会計ベースでの計画となります。

• 国内虫ケア用品については、市場成長をけん引する製品を投入し、60%に迫る盤石のシェアのも
と、安定成長と収益確保を両立します。

• 日用品では、入浴剤におけるバスクリン統合シナジーの発現に加え、『モンダミン』の成長を実現し
ます。

• 園芸用品については、昨年連結したプロトリーフが年間寄与することに加え、既存の商品も成長を
見込んでいます。

• 海外については、ASEANを中心に成長を持続し、海外売上比率の上昇を目指します。
• 総合環境衛生事業については、安定成長を続け、収益性も改善する見込みです。
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• 最後に株主還元について説明します。

• 25年の配当については既にお示しのとおり、特別配当5円を含めた125円とさせていただきました。
• 26年については、先に説明した業績計画をしっかりとやり遂げることを前提に、5円増配の普通配
当130円をお支払いする想定です。

• これによるDOEは3.7％、配当性向は45.8%と想定しています。
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• 以上で説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。


